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「北児島ケアネット」４年間の活動報告

 北児島医師会地域包括ケア担当理事　西崎　　進

　北児島医師会内に「北児島ケアネット」が設立されてから本年12月で４年が経過しようと
しています。その基本理念は地域社会の維持発展のため医療、介護、行政、福祉（地域）が
互いに補完しあう統合システムの再構築が必要であることを皆さんに理解して参加していた
だくといったものでした。
　その理念達成のためのイメージとして図に
示しますように、縦軸に急性期・回復期・在
宅の医療連携軸、横軸に医療・介護施設、行政・
福祉（地域）機関のケア連携軸があり、その
縦の軸と横の軸が互いに連携しあって、初め
て地域包括ケア＝トータルケアが成し遂げら
れると考えました。その中核となる北児島ケ
アネット事務局を北児島医師会内に設置しま
した。（添付図）
　これから先の地域包括ケアは、団塊の世代
が後期高齢者になる2025年問題のみでなく、そして、医療・介護の範囲だけに限らず、防災、
子育て支援なども地域の問題として取り上げるべき課題であり、ひいては、団塊ジュニア世
代が高齢者となる2040年問題まで見据えていかねばならない状況かと考えます。
　今日までの４年弱の間、16回の運営委員会および12回のシンポジウムをおこない、参加者
数も医療、介護、行政に加えて地域の福祉および一般の方の参加が徐々に増えて来、シンポ
ジウムでは100名を超える会が珍しくなくなってきました。
　平成30年７月５日に開催された第８回シンポジウムのテーマは「防災」でした。この日は
西日本豪雨災害が起こった当日であり、シンポジストで出席いただいていた岡山市、倉敷市
の防災担当者の方々は「大雨洪水警報発令」の緊急連絡を受け、やむをえず途中退席という
事態になりました。その時のインパクトが非常に強かったため、令和元年も再度「防災」をテー
マに第11回シンポジウムをおこない、当時甚大な被害状況のなか、災害現場の中心で指揮を
されたまび記念病院理事長の村上和春先生を講師としてお迎えしました。西日本豪雨災害を
経験された当事者であり、また、医療の側面からもお話が聞けるということで、100名以上
の方の参加があり、一般住民の方の申し込みも着実に増加してきています。
　平成30年12月６日北児島ケアネット拡大運営会議において、ある介護施設より６月の西日
本豪雨災害時に施設が浸水しそうになり、入居者さんを安全な場所に避難させる必要があっ
た。いろいろな公的機関に救援を要請したが対処してもらえず、結局は自力で関連施設の応
援を得てやっとの思いで避難できたという発言がありました。その時、他の介護施設より、
当時自分たちの施設は送迎車も人手も余裕があったので援助に行くのは可能であった。その
ような時のために、北児島ケアネット内に施設間の「相互協力援助部会」を設けてはどうか
という意見が出、多数の賛同が得られました。そして、令和元年12月の北児島ケアネット拡
大運営会議においては「相互協力援助部会」設立に向けての検討会を予定しています。
　この「北児島ケアネット」活動は平成30年度と令和元年度に岡山県医師会より岡山県医療
介護連携体制整備事業の一環としての補助金を交付していただいており、構成員一同よりよ
い地域包括ケアの推進に努めています。
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他科の先生に
知って欲しい 泌尿器科編①

おしっこのキレが悪いのはなぜ

 津山東クリニック　赤　枝　輝　明

　職業がら高齢男性の排尿異常の訴えは多く聞きますが、その中でも排尿後
のキレが悪く、終わったつもりがいつまでもだらだらとしたたり、下着やズ
ボンを濡らしてしまう方は多いようです。これは、下部尿路症状の分類では
排尿後尿滴下とされ、排尿後に不随意的に尿が出てくると定義されています。
加齢に伴い尿道海綿体を取り囲む球海綿体筋の収縮力が弱くなり尿道に尿が
滞留し、以後は重力に従って滴下するためです。
　50才以上では、約４割の方が経験されるようです。前立腺肥大症による排

尿困難があれば尿勢低下のために終末滴下をきたし、キレがより悪くなります。病的ではありま
せんが私の経験上、気持ちの悪さは格別で気温が高くなると尿臭が気になります。
　どうにかならないかと訴えられる方は多いのですが、薬物療法はなく対症療法として、排尿後
会陰部圧迫、骨盤底筋群体操、吸水ガード使用などがあります。私は、排尿後30秒ほどそのまま
でいれば自然に２、３度したたり落ちますので、その後しまってください、と勧めています。陰
茎を振るのもよいとの説もありますが、あせって振ってはいけません。振り子運動のため思いの
ほか遠くまで飛びます。公衆トイレで、小便器の手前に尿が溜まっていることがよくありますが、
皆さん最後に振ったためなのです。混んでいる公衆トイレで後ろに並んでいる人を気にしながら
じっと待つのはつらいですが、見栄は捨てて我慢です。
　また勢いが悪いと小便器にできるだけ近づかなければ周囲に飛び散り、ズボンのすそにかかり
ます。一歩前へ。
　「急ぐとも　心静かに前に出て　外にこぼすな　松茸の露」
　最近の家庭では、便座トイレがほとんどのようですが、立って排尿するのは最悪です。便座の
外への飛び散りは、小便器の比ではありません。
　当外来でも尿流測定のために便座トイレで患者さんに排尿してもらいますが、立ってする方が
半数はいます。トイレ掃除をする主婦にはすこぶる評判が悪く、最近の若い人は座ってされる方
が多いようです。
　司馬遼太郎さんの小説「義経」の中に平安時代の貴族は座って小用を足したとあり、小用の格
好で貴族かどうか見分けられたと書かれています。
　小用の時だけでも貴族の気分になってみますか。


